




















岐阜県生活技術研究所

平成16年度
研究課題名 障がい児の心身の発達成長を促す教具の開発

★療育施設では、脳の障がいが原因で、知的
障がい、運動障がい、自閉症等の症状がある
子どもに対して、遊びを通しながら様々な能
力を引き出す指導が行われています。そのた
めに使用される教具の基本機能は、『聞く・
見る・さわる力を養う機能』『手の巧緻性を
養う機能』『認知力を養う機能』『身体能力
を養う機能』『空間作りに関する機能』等に
分類することができます。

★しかし、実際の子どもの能力は個々に違い
ます。そのため、教具の具体的な種類はいく
つあっても足りないほどです。実際、療育施
設においては、スタッフの考案による手作り
教具が多数見られ、これらはデザイン開発の
上で貴重な資料となりました。

遊びで能力を引き出す

聞く・見る・さわる
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認知力を養う機能

手の巧緻性を養う機能

空間作りに関する機能

～ 障がい児が使う教具の開発のために、療育施設の訪問調査を行いました。～
  療育施設では障がい児の指導のために様々な教具が用いられています。その機能は『聞く・見る・さわる力を
養う機能』『手の巧緻性を養う機能』『認知力を養う機能』『身体能力を養う機能』『空間作りに関する機能』
等に大きく分類できますが、具体的な教具の種類については、個々の能力への対応を考えると市販品のみでは不
充分なのが現状です。実際、調査施設においては、スタッフ考案の手作り教具が多数見られましたので、これら
のアイデアを今後のデザイン開発の資料として収集しました。現在、新教具の開発を進めています。

人の発達初期段階の感
覚を、動き、音、肌ざ
わりなどにより養う。

　　・ガラガラ
　　・モビール
　　・ミニカー

見て操作するといった
行動により、目と手の
協応を促す。

　　・ペグボード
　　・ビーズ通し
　　・積み木

図形、数字、色、文字
の理解を促す。

　　・パズル
　　・かるた
　　・サイコロ

集中しやすい環境づくり
りや、日常生活の指導へ
配慮した、パーテーショ
ン、机、椅子、収納など
の家具。

全身の筋肉をバランス
よく使うことで、平衡
感覚やバランスの良い
筋肉を養う。

　　・平均台
　　・シーソー
　　・トランポリン

★現在は、玩具メーカーと新教具の開発を進
めています。また、試作品については療育施
設においてモニター評価を行っています。



★療育施設の手作り教具★


